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研究成果の概要（和文）：本領域では，ロボティクス，医学，心理学，神経科学，発達障害当事者研究等が連携
し，胎児からの連続的発達過程を観測，モデル化，シミュレーション，解釈・検証し，発達原理の解明と発達障
害の新たな理解を得ることを目指した．
総括班では，領域内融合と成果共有のための全体会議，国際シンポジウムや一般向講演会他のアウトリーチ活
動，Web情報開示，若手研究者育成，外部評価等を多数実施した．この結果，領域内の分野を超えた融合と共同
研究が活発に行われ，その中で若手研究者も活躍し成長した．当初計画に沿った成果に加え，想定範囲外の新展
開と成果も得られた．そして，本新学術領域が活力ある形で確立され，発展を続けている．

研究成果の概要（英文）：This project aimed at understanding the principles of human development and 
disorders by measuring, analyzing, modeling, simulating, interpreting and validating it from the 
fetal period, by collaborative efforts of robotics, medicine, psychology, neuroscience, and 
Tohjisha-kenkyu (first person view, peer-supported research). 
The Summary Group conducted a number of general meetings for integration and achievement sharing 
within our area, outreach activities such as international symposiums and public lectures, Web 
publication, young researcher fostering, external evaluation and so on. As a result, fusion and 
collaborative research beyond fields were actively carried out, in which young researchers played an
 active part and grew. In addition to the results in line with the initial plan, new unexpected 
developments and outcomes were also obtained. And this new academic field has been established in a 
vigorous form and continues to develop.
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１．研究開始当初の背景 
人の心は，脳，遺伝子，身体，環境，他者，
社会，文化にまたがる極めて複雑な相互作用
の上に成り立ち，生涯を通じて常に変化し続
ける．変化は相互作用によって引き起こされ，
相互作用自体を変える，いわばブートストラ
ップ的な連続過程である．その本質と異変を
理解するためには，要素還元論を超えて，シ
ステム全体，相互作用全体の構造とその連続
変化の原理を原初から解明しなければなら
ない． 
 これは，発達心理学，脳神経科学，ロボテ
ィクス，発達障害研究など，人の心に関わる
様々な学問分野の潮流が今まさに集束しつ
つある問題意識といえる．しかし，研究方法
上の困難がある．すなわち，ヒトに対する操
作的な研究は技術的・倫理的に困難ゆえ，因
果的理解の構築が難しいこと．また，システ
ム全体の創発性ゆえ，要素的知見の集積では
正しい理解が得られないことである． 
 
２．研究の目的 
本領域は，世界で初めて，ロボティクス，
医学，心理学，発達障害当事者が密に協働し，
胎児からの連続的発達過程を観測，モデル化，
シミュレーション，解釈・検証する構成論的
スパイラルを始動し，発達原理の解明と発達
障害の新たな理解を得るとともに，それに基
づく発達障害の包括的診断法および適切な
支援法の構築に取り組む． 
研究期間内においては，身体運動発達と身
体感覚・視聴覚の統合認知の発達が他者認知
等の社会的認知基盤に接続するまでを中心
的課題とする．そして，自閉症スペクトル障
害の一般的診断基準である「生得的な社会的
認知障害の有無」に代わる発達論的理解を提
示する． 
 
３．研究の方法 
本領域が創成する構成論的発達科学は，人
の発達を胎児期から連続的に観測・モデル
化・シミュレーションし，臨床データと比較
し，モデルにフィードバックすることで，発
達原理の解明と発達障害の新たな理解を構
築し，さらに，包括的診断法や新たな支援
法・支援システムの構築にも発展させていく． 
従って，本領域を構成する，A.構成論，B.
人間科学，C.当事者研究の3つの研究項目は，
密接に相互作用しつつ研究展開しなければ
ならない．A.構成論は，B.人間科学に計測・
解析・実験技術を提供する一方，B.が提供す
る観測データや理論に基づきモデルやシス
テムを構築し，その振る舞いや予測，効果を
B.人間科学に評価・検証してもらう．C.当事
者研究は，内部観測に基づく理論的仮説を A,
構成論と B.人間科学とに提供するとともに，
それぞれの結果を解釈し当事者視点で意味
づける． 
このため，総括班の枠組みは極めて重要で
ある．ロボティクス，情報学，医学，心理学，

脳神経科学，障害学，当事者研究といった多
数の分野の研究者の連携・融合支援と，領域
外の関連分野との連携強化が領域の推進・展
開のために不可欠である．また発達障害の診
断・支援法にも取り組むことから，社会的影
響も大きく，成果の正しい理解・普及のため
の対外発信活動も重要である． 
総括班では， 
１）領域全体の研究の方向性と推進方針の決
定 
２）各研究班の進捗情報の把握 
３）領域内融合のための研究会などの実施 
４）研究交流活動の実施 
５）成果発表会、公開 Web ページ，国際シン
ポジウム 
６）若手研究者育成のためのワークショップ 
７）外部評価の実施 
を行う． 
 
４．研究成果 
採択決定時から平成 25 年 3 月までに計 3
回の総括班会議を開催し，計画代表者による
進捗状況の報告と領域全体の方向性を議論
した．また，計画ごとの研究報告会や，複数
の計画班メンバーを集めた研究会も定期的
に開催し，進捗状況の管理や共同研究の立
案･推進につとめた．これによって，計画班
をまたがった複数の共同研究が計画され，実
行された． 
平成 25 年度には総括班会議を計 9 回開催
し，総括班員に加え，外部評価委員と学術調
査官にも随時ご参加いただき，領域の運営，
研究戦略，進捗状況などに関する徹底した議
論と評価・改善を行った． 
平成 26 年度は，領域の中核的理論の構築
を目指して，胎児からの脳機能発達と発達障
害に関わる総合的仮説を明らかにすべく，総
括班会議を中心として議論と共同作業を重
ねた．さらに，第 2期の公募研究募集に向け
て総括班で議論し，募集要項を作成・公表し，
説明会を 9月に京都，10 月に東京で計 2回開
催した．この過程において，情動に関わる内
受容系に対する重要性が各計画班の間で共
有され，公募に際しても，神経生理などの基
礎分野などが重点化された． 
平成 27 年度は，会合に加え，TV 会議など
も併用して継続的に議論を行い，胎児からの
脳機能発達と発達障害に関わる統合的仮説
や最終年度で取り組むべき統合的な実験に
ついての検討を行った． 
最終年度は，最終成果のとりまとめと領域
内融合推進，および予算終了後の領域発展に
向けた方針検討のために，総括班会議および
領域全体会議を開催した．予算終了後に向け
た取り組みとして，領域内で育った複数のア
プローチをそれぞれ先鋭化しつつ，複数の後
継プロジェクトとしてさらなる発展を目指
すこと，また，それらの横連携を保ち，領域
全体の融合を発展させる場として，発達神経
科学学会を軸とした活動を継続発展させる



ことなどが打ち出された． 
領域内の融合と成果共有のための会合と
しては，平成 24 年 10 月に約 80 名の出席者
を集め，キックオフシンポジウムを開催した．
本領域の研究目標をメンバー間で共有する
とともに，社会への貢献について一般参加者
とも議論した．同年 9月には 2回にわたり公
募研究説明会を行い，より多くの研究者へ本
領域の研究目標を周知することで，それをサ
ポートする公募研究の提案を募った．さらに，
領域メンバーによる招待講演や総説･解説記
事，総合的な論文を通して，領域の啓蒙活動
につとめた．平成 25 年 5月 19 日～20日に第
1 回領域全体会議を開催し，すべての計画班
と公募班の研究計画や研究内容について発
表と討論を行った．平成 25 年 6月 18～19 日
の第 2回領域全体会議では H24年度成果発表
会を，平成 26 年 2 月 28 日～3 月 1 日の第 3
回領域全体会議では中間評価に向けた成果
発表会を行った．ポスター形式により若手研
究者や学生が積極的に発表し交流する機会
を多く設けた．また，チュートリアル講演も
計 6件行い，重要テーマへの共通理解を深め
た．平成 27 年 7 月に領域全大会を開催し，
領域全体および各研究項目の後期の研究計
画と進捗状況について領域代表と計画班代
表が説明し共有すると共に，後期の公募班代
表者全員が研究計画と現状の発表を行い，班
をまたがった情報共有と研究協力の相談を
行った．また，各班の若手研究者によるポス
ター発表も大変盛り上がり，活発な議論がな
された．最終年度には，領域全体会議を発達
神経科学学会との共催で行い，全グループの
これまでの研究成果が発表される一方，総括
班会議で検討した今後の発展方針を発表し，
学会メンバーの賛同を得た． 
アウトリーチ活動としては，平成 24 年 8
月に本領域ホームページを開設した．平成 26
年 3 月 15 日に公開シンポジウムを開催し，
PTの方や当事者を含め248名で満席の会場で
熱のこもった発表と討論が繰り広げられた．
また，平成25年度は，国際会議ICDL-EPIROB，
日本赤ちゃん学会学術集会，日本ロボット学
会学術講演会，発達神経科学学会，発達心理
学会において領域主催の特別セッションや
シンポジウム，高校生向けの講演会も開催し，
領域代表も3件の国際会議基調講演を行った．
平成 26 年度は，発達障害者の立場から社会
的多数派の会話・コミュニケーションについ
て学習・共有する「ソーシャル・マジョリテ
ィ研究会セミナー」を C01 班主導で計 7回開
催，日本赤ちゃん学会学術集会におけるラウ
ンドテーブル「胎児期からの発達とその障
害」の企画・実施，日本発達神経科学学会「脳
幹・辺縁系から考える初期脳発達と障害」の
企画・開催，新胎児学研究会の企画・開催，
A02 班と C01 班の共同研究成果「自閉スペク
トラム症知覚体験シミュレータ」の報道発表
など，本領域の成果を軸に領域内外の研究者
の活発な研究交流を喚起する場やアウトリ

ーチ活動も展開した．平成 27 年度は，「自閉 
スペクトラム症知覚体験シミュレータ」に関
する一般向け講演会「自閉巣ペクトラム症の
視覚世界を体験」を大阪（4 月）と東京（5
月）で開催し，定員を大きく超える参加申し
込みを受け大盛況であり，当事者やその家族
から強い関心と励ましの言葉を受けた．その
他，日本赤ちゃん学会シンポジウム「胎児の
発達からわかる脳とこころ」，発達神経科学
学会の共催，新胎児学研究会の開催などを行
った．最終年度は，対外発信のために東京・
大阪・ドイツで 3度の国際シンポジウムを開
催し，多くの関心を集め，熱のこもった議論
が展開された．ドイツでの開催時には，当領
域からの発表内容が高く評価され，現地の
Bielefeld 大学から今後のさらなる研究協力
推進の呼びかけがあり，協議のうえ合意した． 
 以上の取り組みにより，研究グループや分
野を超えた融合と共同研究が年を追うごと
に活発に行われ，その中で若手研究者も主導
的に活躍し成長した．その結果，当初計画に
沿った成果に加え，想定範囲外の新展開と成
果も得られた．そして，本新学術領域が活力
ある形で確立され，発展を続けている． 
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Plenary Talk, Int. Conf. on 
Ubiquitous Robots and Ambient 
Intelligence, November 1, 2013, Jeju 
(Korea) 

⑪ Kuniyoshi, Simulating Human Fetal 
Development, Invited Keynote Lecture, 
Joint IEEE Int. Conf. on Development 
and Learning and on Epigenetic 
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⑫ Kuniyoshi, From Embodied 
Intelligence to Fetal Development – A 
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Lecture, IEEE Int. Conf. on Robotics 
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Contextualizing Attachment: The 
Cultural Nature of Attachment, MIT 
Press, "Does Context Matter in 
Primate Attachment?" , 2017, in press 

② Yukie Nagai, Springer , Mechanism for 
Cognitive Development (Cognitive 
Neuroscience Robotics: A: Synthetic 
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[学会・シンポジウム開催] 
発達神経科学学会，2012～2016（全 5回） 
発達障害と痛みに関する研究会，2013年1月，
東京 
構成(論)的発達科学の新展開，日本赤ちゃん
学会第 13 回学術集会，2013 年 5月 
一般公開シンポジウム「発達の原理と障害の
理解に向けて」，2014 年 3月，東京 
一般向け講演会「自閉スペクトラム症の視覚
世界を体験」，2015 年，東京・大阪 
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International symposium on Cognitive 
Neuroscience Robotics, March 2017, Osaka, 
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International Symposium on Constructive 
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ホームページ等 
http://devsci.isi.imi.i.u-tokyo.ac.jp/ 
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